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安心して眠れること。当たり前のこと。

人の生活が営まれる場は、建築や土木により自然環境から守られている。

近年では防災意識も高まり、地層調査、土砂災害や洪水ハザードマップの作成そ

れに伴う土木工事などが行われている。

本提案の敷地である横浜市保土ケ谷区岩井町も平成14年土砂災害危険箇所とされ

ている。

しかしながら本提案の敷地のような、北側斜面という不立地のために生じたまば

らな住宅地では、多大な費用や労力がかかる土木による安定工が行われない。

しかしまばらと言えども、確かにここ人の生活はある。

本提案では大規模な工事が必要だが、使用頻度や目に見えた利益がない土木に、

使用頻度が高い公共建築を付随させることにより、普段人に利用されることのない

土木が人に使われるという新しい価値を生み出す。

新しい土木のかたち。新しい公共建築のかたち。

詳細な地盤調査に基づいて地滑り抑制杭の打設、アース

アンカーやロックアンカーを用いた地盤の安定や土圧壁の

構築、雨水等の表面水の適切な処理、等が、一般的にな地

滑り対策として行われている。これらの地滑り対策は、公

共の土木工事として山間地域の道路側の斜面等で行われ、

民間の住宅開発手法の中では宅地のコストアップに繋が

り、積極的に行われることは少ない。また、適切な工事が

行われず、宅地の地盤沈下や崩壊の原因となることも多々

報告されている。

この作品は、地滑り地域のために残された傾斜地の宅地

開発を、公共の土木工事と組み合わせて建築的なスケール

で提案している。傾斜地の通りを公共工事として地盤の安

定を図りながら、擁壁に高さや形状に応じた公共の空間と

して多様な使い方を提案していることも興味深い。不安定

な傾斜地の宅地開発に、新たな手法の積極的な提案として

十分評価できる作品である。更に、地盤安定のためには欠

かせない、表面水の処理に関する宅地のあり方も併せた提

案があれば実現性が増すものと期待できる。
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講　評埋め立てを広げて新しい土地を獲得したり、更地にして新しく建築物を建

てるなど、今まであったものがはじめから無かったかの様にまちが更新され

ていく。

そんな荒々しい20 世紀的手法は現在も続き、人はより豊かでキレイな環境

を手に入れてきた。本計画の敷地である新木場も、機能が衰退した貯木場を

埋め立て、観光地として再生する意向である。それに対して、既存の状態を

写し取り、少しずつまちを更新していくトレースという手法を提案する。既

存の製材所はそのままに、倉庫には大学と住居を入れ、木材業を生業とした

まちとして再生する。トレースはまちの人々の補修・改修・増築といった上

書き行為により日々繰り返され、ずっと生き続けるまちとなる。

まちの人々の補修・改修・増築といったいわゆる「上書き行

為」を「トレース」という手法で組み立てるというコンセプト

自体、作者は素晴らしい視点をもっている。また、なんでも新

しくする都市の更新システムに疑問を投げかけ、20世紀を大

事にしながらも、20世紀を写し取ったなかで、少しずつ21世

紀と未来に向かうという考え方は、強く共感できる。

設定した敷地の新木場は今も「貯木場の暮らし」があふれて

いる。そこに観光という要素を加え、建築群を串刺しする空間

（街のギャラリー）は、地域の特性に知的刺激を与え、とても

魅力的である。これによって、まちは、横断的なコミュニティ

が、より一層育まれ、にぎわい活性化するだろう。

さらなる展開として、中央の通りへのつながり、水辺の関係、

液状化などの安全安心の防災的視点が加われば、トレースに深

みが出る。

また、この「20世紀のトレース」が、貯木場や木材業の暮

らしを劇的に変化させ、

まちづくりの手法や建築の細部に至るまで影響を及ぼせば、提

案により厚みが増す。
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